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平成 25 年 7 月 7 日「弟子、冷やし足湯に遭遇！」

ウサヒの弟子が朝日町にやって来て、早一ヶ月・・・

東京から単身朝日町に乗り込んで行った弟子を心配した友人が

新幹線に乗って朝日町にやってきました。

▲初めての山形に興奮する友人とお出迎えのウサヒ棒

弟子 「朝日町のどこに行こうか？？（お勧め沢山あるから迷うな～）」

友人 「空気神社！りんご冷麺も食べたい！」

弟子 「じゃあ、（どちらも堪能できるし）ASAHI 自然観に行ってみよう！！」



（ ）内はココロの声です

ということで、友人と弟子は ASAHI 自然観に向かいました。

▲朝日町を見下ろすリゾート施設、ASAHI 自然観

ホテル・コテージ・レストランの他、スキー場やテニスコート、釣り堀等があり様々に楽しめる。

弟子もあの厳しい 2次試験の際、宿泊しました。

弟子と友人がやってきた 7月 7日はあいにくのお天気。

湿度が高く、雨が降ったりやんだりしていました。

友人 「あ、入口の横に足湯がある！！・・・？？（足湯なのに冷やしって書いてある？？）」

弟子 「！！（今まで見たことない！！冷やし足湯ってなんだ？？）」



▲謎の冷やし足湯

弟子 「そういえば、『冷やしラーメン』、『冷たい肉そば』とか、山形に来てから、『冷やし』を勧

められる事が多い・・・」

友人 「それじゃ、これもその『冷やし文化』のひとつなのかな？」

▲近づいてみた。やはり足「湯」って書いてある・・・

弟子 「・・・（足湯ってお湯だから足湯っていうんだよね・・・？）」



友人 「とりあえず入ってみようか？」

▲恐る恐る冷やし足湯につかる・・・

友人 「冷たいっ！」

弟子 「（やっぱりお湯ではないのね・・・）」

友人 「ここからの眺め良いね～山々が見渡せるね～」

弟子 「あ、山形新聞に、冷やし足湯の事が載ってる！」



山形新聞に出ていた情報は

・7 月 4 日（木曜日）～9月 30 日（月曜日）まで一般に無料開放している

・大朝日岳山麓から湧き出る「わさび沢水」を使用

（電気を使わずに自然のモノで「涼」を感じて欲しいという思いから「冷やし足湯」を作ったと

か）

・同施設ではわさび沢水を使ったイチゴやメロンなど 6種類のかき氷（250 円）を販売している

（テイクアウトして冷やし足湯で食べる事が出来る）

・幅約 4 メートル、奥行き 40 センチの“湯船”で、源泉は掛け流し。

（なるほど・・・足「湯」ですものね。）

・竹から流れ出るわさび沢水の水温は 17～18 度。

（あさひ保育園のプール開きの水温より低めですね。）

友人 「ふきちゃん（弟子の名前）も入れば？」

弟子 「じゃあ、カメラマンお願いします！」



▲恐る恐る足を入れてみました。

弟子 「あ、本当に冷たい！」

友人 「まだちょっと冷たいけど、暑くてたまらない時に入りに来たいね！」

▲弟子の足

竹から流れ出るわさび沢の水はとても澄んでいて、冷たかったです。

7 月・8 月・9 月と今年も猛暑が予想されます。



暑さを忘れて過ごしたい時は、ASAHI 自然観の「展望冷やし足湯」にいらしてみてはいかがで

しょうか。

余談

足湯を楽しんだ後、弟子と友人は空気神社に参拝しました。

▲空気神社独特の参拝

あいにくの雨の中でしたが、ブナ林やモニュメントを堪能し、

朝日町独自の空気神社の取組を楽しみました。

友人 「ふきちゃん（弟子）が引っ越して初めて朝日町を知ったけど、とても良い所だね！」

弟子 「面接の時に初めて朝日町に来て、とても良い町で住みたい！って思ったの。」

友人 「また来たい！ワイン祭りとか気になる！」

弟子 「是非来て！私もワイン祭り楽しみにしているんだ！」



▲友人たちは朝日町ワインを堪能

そして、両手にはお土産の朝日町ワインとさくらんぼ

友人 「帰るのめんどくさいなぁ・・・」

弟子 「え？じゃあ、一緒に住もうよ！（一人暮らしで寂しいから・・・）」

友人 「もう仕事やめてきちゃおうかな～」

友人たちは弟子の想像以上に朝日町を気に入ったらしく、

名残惜しそうに東京に帰って行きました。

引っ越してきてまだ一ヶ月の新参者のウサヒの弟子ですが、

住んでみて、「やっぱり朝日町は良い所だ！」と実感しています。



「朝日町に住んでみたい！」

「朝日町に別荘をもつのも良いかも！」

と思ってくれる人が増えると良いなと思うので、これからもどんどん朝日町の情報を発信して

いきます！

弟子という名称の通り、未熟者ですが、どうぞ、宜しくお願いします。


